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🐉 あけましておめでとうございます
本年も特色ある「れきみん」を目指します
令和２度（2020 年度）より、矢野荘について研究し

た文献を収集し、年代ごとに整理しています。館内で
の閲覧は可能で、すでに利用されています。
収集文献を以下に紹介しますので、関心のある方は

ご活用ください。

〈連載 矢野荘－「中世あいおい」へのいざない－５〉

矢野荘研究関係文献（収集文献）（※ 2023 年 12 月 28 日現在 『相生市史』ほか県史・市史・町史を除く）

鈴木良一 1949「純粋封建制成立における農民闘争」『社会構成史体系 第一部 日本社会構成の発展』１（日本評論社）

宮川 満 1949「矢野庄の源流－封戸・保・庄園の問題－」『西播史談会会報』11・12合併号（西播史談会）

松岡秀夫 1954「矢野庄の「住（ずみ）」について」『播磨』27（西播史談会）

柴田 實 1955『庄園村落の構造』（創元社）

上島 有 1958「南北朝期における畿内の名主」『中世社会の基本構造』（御茶の水書房）

高尾一彦 1958「鎌倉時代の農業経営について－封建的小農民形成の一考察－」『中世社会の基本構造』（お茶の水書房）

三浦圭一 1959「秦為辰について思うこと」『兵庫史学』22（兵庫史学会）

松岡秀夫 1961「矢野庄の一資料－特に村について－」『播磨』50（西播史談会）

松岡秀夫 1962「「のうけい谷」の開発」『播磨』53（西播史談会）

島田次郎 1962「在地領主制の展開と鎌倉幕府法－下地分割法の成立の法史的意義－」『中世の社会と経済』（東京大学出版会）

松岡秀夫 1963「矢野庄の開発について」『播磨』56（西播史談会）

高坂 好 1964「東寺矢野庄における寺院と神社について－矢野石仏の制作年代とその作者－」『播磨』60（西播史談会）

佐々木銀弥 1964『庄園の商業』（吉川弘文館）

網野善彦 1967「東寺学衆方荘園の成立」『日本社会経済史研究 古代中世編』（吉川弘文館）

福田以久生 1967「守護役考」『日本社会経済史研究 中世編』（吉川弘文館）

網野善彦 1968「中世寺院における自治の発展－東寺学衆方の機構を中心に－」『名古屋大学文学部二十周年記念論集』（名

古屋大学文学部）

上島 有 1970a「中世村落と庄家の一揆－播磨国矢野庄の場合－」『中世の権力と民衆』（創元社）

上島 有 1970b「播磨国矢野庄の条里について」『小葉田淳教授退官記念 国史論集』（小葉田淳教授退官記念事業会）

熱田 公 1973「中世荘園生活の一斑－矢野荘の年貢算用状を中心に－」『兵庫県の歴史』９（兵庫県）

亀田隆之 1973『日本古代用水史の研究』（吉川弘文館）

佐藤和彦 1973「惣荘一揆の基盤と展開－播磨国矢野荘－」『荘園の世界』（東京大学出版会）

佐藤和彦 1974『日本の歴史 11 南北朝の内乱』（小学館）

野々瀬紀美 1976「南北朝・室町期の公田と農民－播磨国矢野荘を中心に－」『中世社会の成立と展開』（吉川弘文館）

岡田精一 1977「矢野庄 領家東寺と悪党の闘争」『日本史小百科３ 荘園』（近藤出版社）

網野善彦 1978『中世東寺と東寺領荘園』（東京大学出版会）

上島 有 1978「南北朝時代における武士の庄園押領－播磨国矢野庄の場合－」『中世日本の歴史像』（創元社）

坂本弘己 1980「矢野庄の宗教史－福勝寺－」『みち』２（相生歴史同好会）

宮川 満 1981「播磨国矢野荘の成立事情について」『兵庫県の歴史』18（兵庫県）

坂本弘己 1981「矢野庄の宗教史（其の二）－時衆（宗）徒－」『みち』３（相生歴史同好会）

坂本弘己 1982「「播磨国矢野庄」地名の考察」『みち』４（相生歴史同好会）

佐藤和彦 1982「播磨 一味神水の起請と逃散闘争 東寺領矢野荘の惣結合」『日本史の舞台４ 吉野の嵐 動乱の炎』（集英社）

坂本弘己 1983「播磨国矢野庄例名－宗教史（其の三）－」『みち』５（相生歴史研究会）

森内秀造 1983「兵庫県相生古窯址群について－平安時代の窯址を中心にして－」『日本史論叢』10（日本史論叢会）



坂本弘己 1986「矢野庄の宗教史（其の四）－熊野信仰と矢野庄の王子－」『みち』６（相生歴史研究会）

馬田綾子 1988「荘園寺社と在地勢力－東寺領矢野庄大僻宮をめぐって－」『中世寺院史の研究 上』（法蔵館）

坂本弘己 1988「三野寺と坊舎（矢野庄の宗教史）」『みち』８（相生歴史研究会）

坂本弘己 1990「中世矢野庄の寺社」『みち』10（相生歴史研究会）

園部寿樹 1990「惣荘一揆－播磨国矢野荘と祐尊－」『人物でたどる 日本荘園史』（東京堂出版）

榎原雅治 1992「中世後期の山陽道」『中世の村と流通』（吉川弘文館）

三藤秀久 1992「播磨国矢野荘現地調査報告概報」『史叢』48（日本大学史学会）

竹中朝崇 1995「荘園現地調査の現状について思うこと－播磨国矢野荘の調査を通して－」『内乱史研究』16（中世内乱史研究会）

三藤秀久 1995「矢野荘鎮守に関する一考察－荘園調査の成果を中心として－」『内乱史研究』16（中世内乱史研究会）

森本 博 1995「ふるさと下土井誌の取組みについて」『内乱史研究』16（中世内乱史研究会）

馬田綾子 1996「荘園の歴史と収納方法－矢野庄公文名散用状をめぐって－」『兵庫県の歴史』32（兵庫県）

辰田芳雄 1996「中世東寺における門指の活動」『柴田一先生退官記念 日本史論叢』（柴田一先生退官記念事業会）

前田 徹 1996「播磨国赤穂郡久富保の基本史料について」『待兼山論叢』30（大阪大学文学部）

伊藤俊一 1997「「有徳人」明済法眼の半生－室町前期における寺院経済転換の一断面－」『日本社会の史的構造 古代・中世』（思文閣出版）

金子 拓 1998『中世武家政権と政治秩序』（吉川弘文館）

高木徳郎 1998「播磨国矢野荘の荘園景観と政所」『悪党の中世』（岩田書店）

山本浩樹 1999「「所務之故実」と一揆－南北朝期播磨国矢野荘の事例－」『東寺文書にみる中世社会』（東京堂出版）

佐藤和彦 1999「中世後期における矢野荘の諸一揆－「東寺学衆方評定引付」を読む－」『東寺文書にみる中世社会』（東京堂出版）

福嶋紀子 1999「矢野荘散用状に見られる大唐米について」『東寺文書にみる中世社会』（東京堂出版）

牛尾浩臣 1999「田所と荘園－東寺領播磨国矢野庄の田所一族の歴史－」『鷹陵史学』25（鷹陵史学会）

岸田裕之 1999「室町幕府・守護と荘園」『講座日本荘園史４ 荘園の解体』（吉川弘文館）

榎原雅治 1999「汎矢野庄の空間構成」『鎌倉遺文研究Ⅱ 鎌倉時代の社会と文化』（東京堂出版）

小川弘和 2001「播磨国矢野荘海老名氏考－鎌倉末～南北朝期を中心に－」『地方史研究』294（地方史研究協議会）

佐藤和彦 2002「鎌倉末期の東寺領荘園－正和年間の史料を読む－」『鎌倉遺文研究Ⅲ 鎌倉期社会と史料論』（東京堂出版）

七海雅人 2002「寺田法念の「遺産」－鎌倉幕府御家人制のゆくえに関する一事例－」『日本・東アジアの国家・地域・人間－歴史学と文化人類

学の方法から－』（入間田宣夫先生還暦記念論集編集委員会）

坂本亮太 2004「東寺領荘園の宗教構造－播磨国矢野荘を事例として－」『民衆史研究』68（民衆史研究会）

櫻井 彦 2006『悪党と地域社会の研究』（校倉書房）

馬田綾子 2007「荘園のくらし－赤松則尚の挙兵をめぐって－」『兵庫のしおり』９（兵庫県）

徳永裕之 2009「百姓層の武家被官化と守護勢力」『中世の紛争と地域社会』（岩田書院）

藤木久志 2009「ある荘園の損免と災害」『中世の紛争と地域社会』（岩田書院）

福嶋紀子 2011『中世後期の在地社会と荘園制』（同成社）

高木徳郎 2013「在地領主と用水開発」『水の中世－治水・環境・支配－』（高志書院）

高橋典幸 2013「年貢散用状ノート－東寺領播磨国矢野荘形成期を事例に－」『中世荘園の基層』（岩田書院）

田村憲美 2013「中世における生業環境と民衆の地域社会－東寺領播磨国矢野荘の「河成」と気候変動をめぐって－」『中世荘園の基

層』（岩田書院）

伊藤俊一 2014「応永～寛正年間の水干害と荘園」『中世荘園の環境・構造と地域社会－備中国新見荘をひらく－』（勉誠出版）

赤松秀亮 2015「鎌倉末期播磨国矢野荘の領域構成－重藤名に注目して－」『鎌倉遺文研究』35（鎌倉遺文研究会）

榎原雅治 2016『室町幕府と地方の社会 シリーズ日本中世史③』（岩波書店）

福嶋紀子 2016『赤米のたどった道 もうひとつの日本のコメ』（吉川弘文館）

徳永裕之 2018「南北朝期の名主・荘官職相論と守護被官の形成」『南北朝「内乱」』（岩田書院）

赤松秀亮 2019a「播磨国矢野荘における下地中分と名体制」『よみがえる荘園－景観に刻まれた中世の記憶－』（勉誠出版）

赤松秀亮 2019b「在地荘官からみた室町期荘園制の変容－播磨国矢野荘田所、本位田家盛に注目して－」『ヒストリア』273（大阪歴

史学会）

赤松秀亮 2020「南北朝期における広域的「村」の特質と機能－播磨国矢野荘の上村と下村に注目して－」『歴史学研究』998（歴史

学研究会）

伊藤俊一 2020「一四～一五世紀における荘園の農業生産の変動－播磨国矢野荘を中心に－」『気候変動から読みなおす日本史４ 気候

変動と中世社会』（臨川書店）

赤松秀亮 2023a「播磨国矢野荘－谷間に拓かれた史料豊かな荘園－」『荘園研究の論点と展望 中世史を学ぶ人のために』（吉川弘文館）

赤松秀亮 2023b「播磨国矢野荘研究の軌跡と展望（一九三二～二〇一九）」『国立歴史民俗博物館研究報告』240（国立歴史

民俗博物館

（中濱久喜）


